
  

 

 

受け継ごう、6年生から渡された伝統のバトン 

◎３月１４日（金）に行われた第４３回卒業証書授与式に向けて、リハーサルに参加し、 

キャプテン・マークを引き継いだ５年生には、早くも「４月から自分たちが最上級生になるんだ」という

自覚が芽生えてきているようです。 

卒業式準備では、どの学年も一生懸命に行内の清掃に取り組みました。特に５年生は、汚れてい

るところはないか細かいところまで目を配って、玄関や職員室前廊下、トイレなどを磨き上げてくれま

した。教頭先生が、その姿を見て声をかけると、「自分たちが赤坂小学校のキャプテンだから」と、胸

を張って笑顔で答える子もいたそうです。卒業した６年生が、これまでつないできた伝統のバトンを、

しっかりと渡してくれているようです。頼もしいですね。 

 

 

 

            

◎３月１８日（火）、４年生は、１～６年生まで全校児童を代表して、日頃

からお世話になっている「赤坂ふるさと会」の皆様をお招きして、感謝

の気持ちを伝える会を開催しました。 

当日は、冬に逆戻りしたような寒い１日でしたが、７名の方が参加してくださいました。４年生は、プ

レゼントとして、全員で『小さな世界（It's a Small World）』を合唱し、『鉄腕アトム』を歌とリコーダ

ーで演奏しました。笑顔で楽しく歌う姿に、ふるさと会の皆様から温かい拍手をいただきました。 

１年生の時に、昔遊びを教えていただいたこと、３年生では七輪で焼いたお餅がおいしかったこと

など様々な思い出を振り返るとともに、スクールヘルパーとして登校時や校内の見守りをしていただ

いていることへの感謝の気持ちを伝え、大きな声で「ありがとうございました。」とお礼を言いました。 

最後に、みんなで手作りした金メダルを贈呈した際には、感激で涙ぐまれている方もいらっしゃいま

した。ふるさと会の会長様からは、赤坂小創設当時から活動している「ふるさと会」の歩みを伺い、

「市民センターのわいわい広場など、地域で行っている活動にも進んで参加してほしい。」と、地域の

一員として、これから地域に貢献してくれることを期待する言葉をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと会の

みなさんへ 

💛４年生から『感謝の会』 
「いつまでもお元気でいて下さい」 

令和６年度  第２8号  R7．3.24 

北九州市立赤坂小学校 

校 長 大 成 清 徳  



追悼３・１１ 東日本大震災を忘れない 

◎去る３月１１日（火）、朝の会の時間に、東日本大震災で尊い命を失った方々へ

の鎮魂の思いを込めて、全校で黙とうを行いました。震災で家族や親しい人を失

った方々、今もなお、避難生活を送られている方々が数多くいる現状を、震災から

の復興は未だに道半ばであることを忘れないようにしましょう。この日、全校放送でお話した一部を

掲載します。ご家庭でも、お話していただけると幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報保護のため、個人名は掲載していません 

お世話になった 
先生方 

◎これまで本校の教育活動にご尽力いただいた先生

方と、今日でお別れです。これまで、お世話になり

ました。ありがとうございました。今後のますます

のご活躍をお祈り申し上げます。 

４月８日（火）着任式・前期始業式 １１：３５頃下校予定 

※現在の教室に来てください。上靴、連絡帳、筆記用具をお忘れなく。 

１０日（木）中学校 入学式 ※就学通知書を持参してください。 

入学式準備 ２～４年生＝１０：３５頃下校予定 

５，６年生＝１１：３５頃下校予定 

１１日（金）第４４回入学式 

１４日（月）２～６年生：給食開始 １７日（木）全国学力・学習状況調査 

２１日（月）1年生給食開始  

主な行事予定 

☆今の時点での予定です。詳しくは、 

新年度に改めてお知らせします。 

保護者の皆様へ 

○皆様のご支援により、学

年末を迎えることができ

ましたことに心から感謝

申し上げます。新年度も、

職員一同、児童の心身の健

全育成に邁進して参りま

す。今後とも本校の教育活

動にご理解・ご協力を賜り

ますようよろしくお願い

申し上げます。 

今から１４年前の今日、東北地方に大きな地震が発生し、岩手、宮城、福島の３県を中心に大津波に襲

われ、原子力発電所が事故を起こし、大量の放射性物質が外にもれ出しました。この東日本大震災によっ

て、これまでにおよそ１万６千人の方が亡くなり、いまだに行方が分からない方が2,500人以上もいます。 

この１４年で、鉄道や道路、街並みなどは元に戻りつつあります。しかし、今でも約２万８千人の方が故郷

に帰れず、避難生活を送っています。 

赤坂小学校のみなさんにとっては、生まれる前の出来事で、身近に感じることは難しいかもしれません。

でも、１４年前に震災に遭った人達も、いつもと変わらない１日を過ごしていたのに、一瞬のうちに家族や友

達、住む家が失われてしまったのです。今、生きていることを「当たり前」と思わず、一人一人が自分や家族

の命を守るための行動ができるように、心構えをしておくことが大切です。３月１１日という日は、当たり前

のように過ごしている一日に感謝し、災害が起きたときに備えて自分ができることを考える日にしましょう。 

 


